
 

 

 

２０２１年７月 14日 

 

全国新聞社事業協議会 

 

「２０２１年度全国選抜小学生プログラミング大会」を開催 

 

全国新聞社事業協議会（共同通信社加盟の地方新聞４５社の事業部門で構成）は、全国の小学

生を対象としたプログラミングのコンテスト「２０２１年度全国選抜小学生プログラミング大会」を開催

します。「みんなのみらい」をテーマに、アイデアがつまった未来志向の作品を募集します。 

 

本事業は２０２０年度から小学校で必修化されたプログラミング教育の理解促進に加え、子どもたち

のプログラミング的思考向上に寄与することを目指しています。各都道府県にて地方新聞社もしく

は（株）共同通信社が地方大会を実施し、各県ファイナリストを選抜。全国大会出場権を獲得した

小学生が全国大会に出場し、アイデアや技術を披露します。 

 

昨年度は全国から６７３組の応募があり、３３都府県の代表者がファイナリストとして全国大会に出場

しました。ふるさとへの想いがつまったものや社会課題の解決につながるような作品が多く集まりま

した。 

 

今年度は経済産業省、総務省の後援、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、日本電気株式

会社、クォンツ・リサーチ株式会社などの協賛を得て開催いたします。 

 

【本件お問い合わせ先】 

全国新聞社事業協議会事務局（株式会社共同通信社 情報事業部内） 

【TEL】03‐6252‐6035【E-mail】jigyokyo@kyodonews.jp 

担当：山田、松浦、井上、名倉 

  



「２０２１年度全国選抜小学生プログラミング大会」実施概要 

 

■大会スローガン：みんなのみらい、みんなでつくろう 

■大会ホームページ：https://zsjk.jp  

■主催：全国新聞社事業協議会  

■後援：経済産業省、総務省 

■協賛：あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、日本電気株式会社、クォンツ・リサーチ株式会

社 など 

■協力：株式会社共同通信社、特定非営利活動法人みんなのコード 

■募集内容：独自の発想やアルゴリズムに基づいたプログラムにより制作した作品。プログラミン

グ言語は指定しません。  

■テーマ：「みんなのみらい」 

※自分のみらい、大切な人のみらい、地域のみらい。みんなの明るいみらいのために役立つよう

なアイデアがつまった未来志向の作品を募集します。 

■応募資格：全国の小学生 

■応募スタイル：個人、団体ともに可。団体の場合は１チーム４名までとします。 

■地方大会（予選）：全国新聞社事業協議会に加盟する地方新聞社が主催。地方新聞社が実施

しない場合は共同通信社が審査を行います 

■応募方法：ウェブサイトから確認してください。 https://zsjk.jp 

■全国大会出場資格：地方大会（予選）で選出されたファイナリスト、地方新聞社が地方大会を実

施しない県は共同通信が実施する地方大会で選出されたファイナリスト 

※選抜大会ですので各県ごとにファイナリストが選出されるわけではありません。 

■全国大会開催日：２０２２年３月６日（日） 

■全国大会の形態：オンライン方式 

■審査員：情報通信総合研究所 特別研究員 平井聡一郎氏、経済産業省 商務・サービスグル

ープサービス政策課長（兼）教育産業室長 浅野大介氏、みんなのコード代表 利根川裕太氏、音

楽家・数学研究者・STEAM 教育者 中島さち子氏、（社）共同通信社将来技術開発室長 鈴木維

一郎氏 ほか 

■採点基準：発想力４０点、表現力３０点、技術力３０点の合計１００点 

■発表：作品制作のきっかけや思い、特徴、苦労した部分などをプレゼンテーションしていただき

ます。発表時間は３分間。 

■表彰：グランプリ、あいおいニッセイ同和損保賞、NEC賞 ほか複数の賞を設定し、表彰します。 

 

※本大会を主催する全国新聞社事業協議会とは、共同通信社に加盟する地方新聞社４５社の事
業部門と共同通信社が加入している組織で、事務局は共同通信社に置かれています。各社の文化
催事、スポーツイベントなど、さまざまな事業の展開や今後の予定などを共有する場となってい
ます。 


